





























図1 柱梁接合部 図2 解析モデル
表1鋼棒･ブレー スのパラメー タ
鋼棒断面積 ¢17 卓21 ¢29
227.OrTYnヱ 346_4m 2 660.5rTn12
32 ¢36 dI40
804.2Trm2 1018.0m2 1257.0脚 2
ブレー ス 8×75 12×100 16×150
※基本モデルは鋼棒¢2トブレー ス12×100
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(4)鋼棒とブ レー スの塑性化 レ′勺レ:1フレー ムのブレー
スが 12×100での鋼棒の引張降伏時とブレー ス降伏時､
接合離離間時の層問変形角､最大塑性率の結果を表2に
































降伏時の居間変形角離間時の層 変形角 塑性率鋼棒 ブレー ス 鋼棒 ブレー ス
¢ 7ー 左端 1/ 3ー5 1/ 3ー6 I/ 291 -3 -l7
右哨 1/ 380 1/ 484 I/ 1667 -6 15
¢21 左端 1/ 126 1/ 349 t`/ 280 -2 -17
右端 1/ 300 /ー 484 1/ 1034 -6 15
¢29 左端 /ー 8l l/ 400 I/ 234 -2 一一8
右端 /ー 8ー5 ′ー 469 1/ 484 -3 17
¢32 左端 1/ 74 1′ 4ー7 1/ 2ー6 一一 一一7
右端 1/ 142 /ー 469 1/ 400 -3 18
¢36 左端右 ≡!瀬≡乙三:=r:=播:≡;:≡ ′ー 417 1/ 194 5 -17/ー 108 / 69 I 306 -2 18
i)40 左端 ;-1tlf壬昧…i:J /ー 417 I/ 173 5 -17
※網掛け部は圧縮降伏
4.結
ブ レー スと鋼棒の関係性として解析により以下のこと
が分かった｡
(1)初期剛性は鋼棒による変化はなく､ブ レー スによっ
て決定する｡最終剛性は銅棒とブレースの組合せに
よる影響が少ない｡
(2)サステナブル ビル構造システムの接合方法における
ブレー ス分担率は､剛接合に比べて高くなる.､
以上を踏まえ､設計法として鋼棒は染断面に納まる最
大の断両棲､ブレー スは架構全体に対するブレー スのせ
ん断力分担率に応じて設計することを提案するD
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